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衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
経
済
成
長
を
加
速
す
る
具
体
的
な
方
法
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に

つ
い
て

衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
経
済
成
長
を
加
速
す
る
具
体
的
な
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（平
成
十
九
年
十

一

月
九
日
内
閣
衆
質

一
六
人
第

一
七
七
号
。
以
下

「前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）

一
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、
財
政
赤
字
が
拡

大
し
た
結
果
と
し
て
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高
が
増
加
し
た
旨
を
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
間
、
国

と
地
方
の
債
務
残
高
の
増
加
率
が
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回

っ
た
こ
と
か
ら
、
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
上
昇
し
た
。

二
に

つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
滝
実
君
提
出
平
成
二
十
年
度
予
算
の
四
十
七
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
上
限
目
標
に
関
す

る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（平
成
十
九
年
十
月
十
六
日
内
閣
衆
質

一
六
人
第
七
四
号
）
三
か
ら
五
ま
で
及
び
人

に
つ
い
て

で
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
二
〇

一
〇
年
代
半
ば
に
向
け
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
債
務
残
高
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
引
き

下
げ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

我
が
国
の
財
政
に

つ
い
て
は
、

「
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略
」

（平
成
十
九
年

一
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、



「政
府
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
二
〇
〇
七
年
度

（平
成
十
九
年
度
）
百
四
十

一
。
一
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
見
込
ま
れ
、
主
要

先
進
国
の
中
で
ひ
と
き
わ
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
金
利
は
経
済
情
勢
や
市
場
に
お
け
る
期

待
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
、
正
確
に
そ
の
動
向
を
見
通
す
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
も
の
の
、
金
利
上
昇
に
よ
り
国
債
費
が
増

加
す
る
な
ど
財
政
負
担
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
利
変
動
に
対
し
脆
弱
な
状
況
に
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
の
国
債
に
つ
い
て
、
市
場
か
ら
の
信
認
を
維
持
し
、
将
来
の
発
行
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、

「経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
Ｏ
①
六
」

（平
成
十
八
年
七
月
七
日
閣
議
決
定
）
及
び

「経

済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
」

（平
成
十
九
年
六
月
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下

「基
本
方
針
二
〇
〇
七
」
と
い
う
。
）

で
示
さ
れ
た
歳
出

・
歳
入

一
体
改
革
の
実
現
に
向
け
、
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
に
お
い
て
は
、

「経
済
成
長
を
維
持
し
つ
つ
、
国
民
負
担
の
最
小
化
を
第

一
の
目
標
に
、

歳
出
改
革
に
取
り
組
む
。

（中
略
）
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
、
二
〇

一
一
年
度
に
お
け
る
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
や
、

二
〇

一
〇
年
代
半
ば
に
向
け
て
の
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
下
げ
な
ど
、

「進
路
と
戦
略
」
に
定
め
ら
れ
た
中
期

的
な
財
政
健
全
化
の
目
標
を
確
実
に
達
成
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
針
の
趣
旨
に
つ
い



て
、
前
回
答
弁
書
二
に
つ
い
て
に
お
い
て

「我
が
国
の
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
財
政
の
持
続
可
能
性
に

対
す
る
疑
念
の
高
ま
り
が
経
済
成
長
自
体
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
財
政
再
建
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な
経
済
成
長
も
実

現
し
な

い
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

「経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」

（平
成
十
八
年
七
月

七
日
閣
議
決
定
）
及
び

「経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
〇
七
」

（平
成
十
九
年
六
月
十
九
日
閣
議
決
定
。
以
下

「基
本

方
針
二
〇
〇
七
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
歳
出

・
歳
入

一
体
改
革
を
実
行
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
、
正
面
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

日
本
銀
行
の
長
期
国
債
保
有
の
在
り
方
は
、
日
本
銀
行
が
そ
の
資
産
及
び
負
債
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
決
定
す
べ
き
事
柄

で
あ
る
。

な
お
、
日
本
銀
行
法

（平
成
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
に
お
い
て
は
、
日
本
銀
行
は

「常
に
政
府
と
連
絡
を
密
に

し
、
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
日
本
銀
行
総
裁
が
政
府
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
、
政
府
の
代
表
者
が
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、

政
府
と
日
本
銀
行
と
の
間
で
は
十
分
な
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
基
本
方
針
二



○
〇
七
に
沿

っ
て

「再
び
デ
フ
レ
に
戻
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
民
間
需
要
主
導
の
持
続
的
な
成
長
と
両
立
す
る
安
定
的
な
物

価
上
昇
率
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
政
府
及
び
日
本
銀
行
は
、
物
価
安
定
の
下
で
の
民

間
主
導
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
、　
一
体
と
な

っ
た
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十

一
月
三
日
の
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
額
賀
財
務
大
臣
の
講
演
の
際
に
は
、
聴
衆
か
ら
消
費
税
率
を
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
が
表
明
さ
れ
、
そ
の
旨
が
報
道
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
財
務
大
臣

が
消
費
税
率
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

ヘ
の
引
上
げ
の
必
要
性
を
述
べ
た
と
の
事
実
は
な
い
。

御
指
摘
の
資
料
は
、
給
付
と
負
担
の
選
択
肢
に
つ
い
て
の
議
論
に
資
す
る
た
め
に
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
有
識
者
議
員

が
同
会
議
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
資
料
に
お
け
る
増
税
必
要
額
は
、
二
〇
二
五
年
度
に
お
け
る
増
税
必
要
額

を
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
を
用
い
て
、
二
〇
〇
七
年
度
の
水
準
で
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
試
算
に
当
た

っ
て
は
、
経
済
理

論
を
踏
ま
え
、
過
去
に
お
け
る
変
数
相
互
の
関
係
を
精
査
し
て
作
成
さ
れ
た

「経
済
財
政
モ
デ
ル

（第
二
次
改
定
版
）
≡

（平

成
十
九
年
二
月
内
閣
府
公
表
。
以
下

「経
済
財
政
モ
デ
ル
」
と
い
う
。
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

御
指
摘
の
短
期
金
利
の

「誘
導
」
及
び
日
本
銀
行
の
国
債
保
有
残
高
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
が
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ



る
が
、
経
済
財
政
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
金
融
政
策
に
関
し
て
は
、
過
去
の
統
計
的
な
関
係
に
基
づ
き
、　
一
定
の
機
械
的
な

想
定
の
下
で
内
生
的
に
決
定
さ
れ
る
関
係
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
財
政
モ
デ
ル
に
お
け
る
乗
数
表
は
、
試
算
の
前

提
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
計
量
経
済
モ
デ
ル
に
よ
る
計
算
結
果
を
示
す
も
の

で
あ
る
。


